
東日本国際大学1年／いわき市出身

Ｑ1.インターンシップではどのような活動をしましたか
　広場を利用する方の受付をし、広場の仕組みやルールを説明
しました。子どもたちと工作やイベントを通し、関わりを持ち、
一緒に考えたり、作ったりして遊びました。広場を快く利用し
ていただくために朝と帰りに掃除をしっかりしました。

Ｑ2.どのような学びや気づきがあり、それを今後どのように活かしていきますか
　子どもたちやお母さんたちの居心地の良い空間を作るのはとても大変だと思いました。また、スタッフの皆さんの努力
があってこそだとも思いました。笑顔での対応や掃除など全てが大切だと思いました。子どもたちは創造力や発想力が
豊かで、関わっていくうちに自分自身の心も豊かになる感覚がありました。子どもたちは一人ひとり考え方や感じ方が違
うので対応力のスキルも大切だと思いました。
　私は将来、児童福祉の道に進みたく、今の大学に進学しました。しかし行動に移すことがなかなかできず、自分の殻にこ
もってしまっていました。今回のインターンシップで挑戦することの大切さと行動に移すことの勇気を学びました。今
後は少しずつでも自分が興味を持ったことに挑戦してみようと思いました。また、子どもたちの関わりの中で身につけた
力を活かして自分でイベントを考えてみたりしたいです。
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主な活動 子育ての不安や困りごとを共有し、家族丸ごとサポートします。就学
前の親子が中心の多世代交流広場「すくのび広場」も運営しています。

受け入れ団体コメント
　今回は、高校生2名、大学生2名のインターン生を受け入れさせていた
だきました。高校生の若さが溢れる笑顔にスタッフ一同、元気をもら
いました。明るく楽しい雰囲気と輝く笑顔にふれ、「すくのび広場」の
運営継続に意欲が出ました。大学生は、イベント開催の受付と対応等
とても頼りになりました。吸収が早く抵抗なく実践し習得していくの
で、その成長ぶりにインターンシップの醍醐味を感じ、地域の未来が楽
しみになりました。
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